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４
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４
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問
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【 予　算 】
○議案第48号　一般会計補正予算（第4号） 1億4,169万円追加し55億3,957万円に。
　・・・財政調整基金積立金、地域介護福祉空間整備等施設整備補助金、小・中学校修繕費など
○議案第49号　介護保険特別会計補正予算（第２号） 634万円追加し11億9,050万円に。
　・・・地域支援事業交付金及び財政調整交付金の返還金など
○議案第50号　農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）600万円追加し
　　　　　　　　  1億4,770万円に。
　・・・黒渕浄化槽スクリーンユニット交換及び田原秋原制御盤等修繕

【 条 例 等 】
○議案第40号　 小国町一般職の職員の給与に関する条例及び小国町一般職の

任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例
　・・・ 人事院等の給与等に関する勧告に鑑み、職員の給与表及び手当の乗率を改正する
○議案第41号　小国町フルタイム会計年度任用職員の給与等に関する条例
　・・・ 地方公務員法及び地方自治法の一部改正に伴い、フルタイム会計年度任用職員の

給与等に関する事項を定めた条例を制定する
○議案第42号　 小国町パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当及び

費用弁償に関する条例
　・・・ 地方公務員法及び地方自治法の一部改正に伴い、パートタイム会計年度任用職員

の報酬、期末手当及び費用弁償に関する事項を定めた条例を制定する
○議案第43号　 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に

伴う関係条例の整備に関する条例
　・・・ 地方公務員法及び地方自治法の一部改正に伴い、新設される会計年度任用職員に関

係する各種条例の改正を行う
○議案第44号　 小国町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例
　・・・ 災害弔慰金の支給等に関する法律等の一部改正に伴い、災害援護資金の貸付利率、保

証人、償還方法等の改正を行う
○議案第45号　 小国町印鑑条例の一部を改正する条例
　・・・ 住民基本台帳法施行令等の一部改正及び成年被後見人等の権利の制限に係る措置

の適正化等を図るための関係法律の整備に関する法律の施行に伴い、登録資格、登録
印鑑の規制等について改正を行う

○議案第46号　 町道路線の認定
　・・・ 県道北里宮原線単県道路改良工事に伴い、旧県道部分を町道として引継ぐため町道

路線の認定を行う
○議案第47号　 熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び

規約の一部変更
　・・・ 一部事務組合の共同処理する事務を変更し、規約を変更しようとするときは、地方

自治法の規定により構成市町村議会の議決を経る必要がある

令和元年第4回定例会　令和元年12月10日～12月13日

　12月10日から13日、第4回定例会が開催され、条例改正・補正予算等が審議されました。
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　　【 人　事 】
○固定資産評価審査委員会委員の選任
　前任者の佐藤政久氏の任期満了に伴い、
澁谷洋典氏が選任されました。任期は3年
です。

澁谷　洋典
昭和33年3月31日生まれ

（宮原）

　11月26日（火）に小国郷の自然を守る会から、地熱発電開発に関する請願書が提出さ
れた。（紹介議員は児玉、西田）
　請願書の主な内容は以下の通り。

　我々は議会に対して以下の行政処分、並びに条例の増補、改訂を可及的早期に実施する
ことをここに請願致します。
一、小国町地熱資源活用審議会の組織改編並びに審議の中止（6月27日審議事項を含む）
二、小国町地熱発電事業協会の設立（条例への増補）
三、小国町地熱資源開発の適正活用に関する条例第６条の罰則強化

　地熱発電に関する請願書の提出を受け、小国町議会は地熱発電の請願に関する特別委員
会を設置し、12月23日（月）に小国町民センターで令和元年第1回地熱発電の請願に関
する特別委員会を開催した。事件として①請願に関する協議について②その他、今後の進
行方法等について協議が行われた。
　1月15日（水）に小国町民センターで令和2年第1回地熱発電の請願に関する特別委員
会が開催され、請願者や担当課より意見聴取を行った。
　尚、この特別委員会は継続的に開かれ協議される。

地熱発電開発に関する請願書

地熱発電の請願に関する特別委員会の設置
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（条例などの名称は一部短縮して記載しています。）

議案番号 事件名
採決
結果

時
松
　
昭
弘

江
藤 

理
一
郎

穴
見 
ま
ち
子

久
野
　
達
也

児
玉
　
智
博

大
塚
　
英
博

西
田
　
直
美

松
本
　
明
雄

熊
谷
　
博
行

12
月
定
例
会（
12
月
10
日
～
13
日
）

議案第40号
小国町一般職の職員の給与に関する条例及び小国町
一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正

可決 全員賛成

議案第41号
小国町フルタイム会計年度任用職員の給与等に関す
る条例

可決 ○○○○×○○○○

議案第42号
小国町パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末
手当及び費用弁償に関する条例

可決 ○○○○×○×○○

議案第43号
地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律
の施行に伴う関係条例の整備に関する条例

可決

全員賛成

議案第44号 小国町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正 可決

議案第45号 小国町印鑑条例の一部改正 可決

議案第46号 町道路線の認定 可決

議案第47号
熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変
更及び規約の一部変更

可決

議案第48号 令和元年度小国町一般会計補正予算（第4号） 可決

議案第49号 令和元年度小国町介護保険特別会計補正予算（第2号）可決

議案第50号
令和元年度小国町農業集落排水事業特別会計補正
予算（第1号）

可決

同意第7号 小国町固定資産評価審査委員会委員の選任 同意 全員賛成

請願第2号 地熱発電開発に関する請願
継続
審査

特別委員会を設置して付託

採決結果一覧表

　12月定例会会期中の12月11日、議会活性化特別委員会と人権啓発・男女共同参画特別委
員会を開催しました。

第2回 議会活性化特別委員会
　9月5日以来、2回目の開催となった議会活性化特別委員会では、小国町で地震や風水害
などの大規模災害発生時の議会の対応を規定する規則の制定について話し合い、「小国町
議会災害対応体制」の制定を決めました。町の災害対策本部が設置された場合、議長が職
権で「議会対策本部」を設置する事が出来るとしており、本部長は議長が務めます。町執
行部との情報共有などの連携体制の強化が目的です。

第1回 人権啓発・男女共同参画特別委員会
　6月の設置以来、初めての開催となった人権啓発・男女共同参画特別委員会では、役場
住民課より8月に小国町で開催された、阿蘇郡市人権同和教育研究大会の報告と「小国町
男女共同参画社会づくり計画」に関する説明を聴取しました。

議会活性化、人権啓発・男女共同参画特別委員会
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町政を問う【一般質問】

う
な
る
の
か
。

【
教
育
長
】適
人
者
が
い
な
け
れ
ば
現

状
の
ま
ま
次
年
度
も
行
く
こ
と
に
な

る
と
思
う
。

【
西
田
】日
本
語
を
話
せ
な
い
外
国
人

で
良
い
。せ
っ
か
く
入
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト

も
活
用
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
子
ど
も

達
の
た
め
に
な
ら
な
い
。

問
ゆ
け
む
り
茶
屋
の
指
定
管
理
、鍋
ケ

滝
の
観
光
増
収
、多
言
語
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
な
ど
、多
く
の
課
題
が
あ

る
。情
報
課
の
取
り
組
み
は
。

【
情
報
課
長
】温
泉
と
食
堂
を
別
々
に

指
定
管
理
す
る
の
は
難
し
い
。鍋
ケ
滝

は
検
討
し
て
み
る
。パ
ン
フ
レッ
ト
は
Ａ

Ｓ
Ｏ
お
ぐ
に
観
光
協
会
に
相
談
す
る
。

【
町
長
】間
違
い
な
く
小
国
の
観
光
行

政
は
遅
れ
て
い
る
。観
光
協
会
な
ど
現

場
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、行
政
も
一

緒
に
動
い
て
い
く
形
を
と
り
た
い
。

【
西
田
】一般
質
問
だ
け
で
は
問
題
解
決

出
来
な
い
。令
和
２
年
は
各
課
や
教
育

委
員
会
に
頻
繁
に
出
か
け
て
話
し
合

い
問
題
解
決
を
図
り
た
い
。

問
小
国
の
小
中
校
生
に
早
急
に
無
料

塾
の
提
供
を
実
現
し
た
い
。実
現
の
可

能
性
は
？

【
教
育
長
】そ
の
予
定
は
な
い
。

問
県
の
教
育
委
員
会
に
問
い
合
わ
せ
、

小
国
町
も
来
年
度
か
ら
や
る
と
聞
い

た
が
。

【
教
育
長
】そ
れ
は
地
域
学
校
共
同

活
動
。今
年
度
か
ら
担
当
者
が
地
域

の
方
に
学
校
の
授
業
の
お
手
伝
い
な

ど
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問
そ
れ
も
も
ち
ろ
ん
大
事
だ
が
、小
国

町
教
育
大
綱
は「
確
か
な
学
力
と
豊
か

な
人
間
性
を
身
に
つ
け
る
」を
目
標
に

し
て
い
る
。学
力
を
上
げ
、小
国
高
校
へ

の
進
学
者
が
増
え
る
こ
と
も
大
切
。文

科
省
の
地
域
未
来
塾
な
ら
町
の
支
出

は
３
分
の
１
で
す
む
。阿
蘇
郡
内
で
町

営
の
塾
が
な
い
の
は
小
国
だ
け
。よ
そ

で
出
来
る
こ
と
が
何
故
小
国
で
出
来

な
い
の
か
。

【
教
育
長
】地
域
未
来
塾
の
青
写
真

は
ま
だ
で
き
て
い
な
い
。３
年
前
検
討

後
に
見
送
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

問
来
年
か
ら
小
５
か
ら
英
語
が
教
科

に
な
る
。英
会
話
の
外
国
人
講
師
は
ど

町
営
無
料
塾
の
実
現
を
！

西
田
　
直
美

小
国
公
立
病
院
を
守
れ児

玉
　
智
博

問
厚
生
労
働
省
は
小
国
公
立
な
ど
全

国
４
２
４
の
公
立
公
的
病
院
が
統
合

再
編
の
議
論
が
必
要
だ
と
名
指
し
た
。

病
床
削
減
へ
の
圧
力
を
か
け
た
形
だ
。

小
国
公
立
は
小
国
郷
内
で
唯一入
院
の

受
け
入
れ
が
可
能
な
医
療
機
関
で
あ

り
、地
域
内
こ
こ
に
し
か
な
い
診
療
科

目
も
あ
る
。公
立
病
院
の
存
在
意
義
を

確
認
す
る
う
え
で
、一般
的
に
自
治
体

病
院
の
使
命
は
何
と
認
識
す
る
か
。

【
町
長
】行
政
機
関
・
医
療
機
関
・
介

護
施
設
等
々
連
携
し
、地
域
に
必
要

な
医
療
を
公
平
公
正
に
提
供
し
、住

民
の
生
命
と
健
康
を
守
り
地
域
の
健

全
な
発
展
に
貢
献
す
る
事
に
あ
る
。

問
小
国
公
立
病
院
の
あ
る
べ
き
将
来

像
に
つ
い
て
、町
と
し
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

【
町
長
】現
在
の
外
来
、入
院
、救
急

医
療
体
制
を
維
持
し
、さ
ら
に
地
域

包
括
ケ
ア
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た

い
。医
療
、介
護
、福
祉
を
病
院
が
中

心
と
な
り
、医
療
福
祉
安
心
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
開
業
の
先
生
方
と
と
も
に

地
域
包
括
ケ
ア
を
進
化
さ
せ
、高
齢

者
を
最
後
ま
で
小
国
郷
で
お
世
話
で

き
る
よ
う
な
医
療
、介
護
、福
祉
体
制

の
構
築
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

問
小
国
公
立
病
院
の
入
院
患
者
数

は
平
成
30
年
度
が
１
万
９
千
８
１
２

人
、
今
年
度
は
11
月
末
時
点
で

１
万
２
千
９
３
５
人
。過
去
５
年
間

で
最
高
だ
っ
た
昨
年
度
の
同
時
期
を

上
回
る
実
績
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
救

急
搬
送
の
受
け
入
れ
は
平
成
30
年
度

３
６
３
件
、今
年
度
は
８
月
末
時
点
で

１
３
５
件
。住
民
の
命
の
最
後
の
砦
だ

が
、厚
労
省
の
発
表
に
至
る
ま
で
の
経

緯
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。

【
福
祉
課
長
】各
公
的
医
療
機
関
や

自
治
体
に
お
い
て
も
事
前
の
情
報
は

な
く
、降
っ
て
湧
い
た
よ
う
な
状
況
。

問
再
編
統
合
の
検
討
は
行
わ
な
い
と
い

う
こ
と
で
い
い
か
。

【
町
長
】先
ほ
ど
現
状
を
維
持
し
て
い

く
と
答
え
た
が
、再
検
証
は
実
施
す

る
。

問
で
は
、い
つ
の
段
階
で
現
状
維
持
と

報
告
す
る
か
。

【
町
長
】今
後
、院
長
達
と
話
し
て
決

め
て
い
き
た
い
。
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町政を問う【一般質問】

問
小
国
町
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

で
、こ
れ
か
ら
の
人
口
減
少
に
よ
る
将

来
負
担
率
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

【
総
務
課
長
】今
後
の
行
財
政
の
ス
リ

ム
化
を
図
り
、健
全
な
財
政
と
質
の

高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
実
現

し
て
い
く
た
め
に
、計
画
を

作
っ
て
い
る
。

問
小
国
町
の
将
来
に
向
け

て
、雇
用
の
確
保
と
税
収
の

面
か
ら
、積
極
的
に
企
業
誘

致
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
は

ど
う
か
。

【
政
策
課
長
】事
業
者
か
ら

相
談
が
あ
っ
た
場
合
、町
の

意
向
に
合
致
し
て
町
民
の

た
め
に
な
る
企
業
を
各
課

と
話
し
合
い
な
が
ら
対
応
し

て
い
る
。町
の
方
か
ら
積
極

的
に
働
き
か
け
て
行
く
こ

と
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い

な
い
。

問
移
住
・
定
住
を
進
め
る
に

あ
た
り
、小
国
の
魅
力
あ
る

町
づ
く
り
に
向
け
て
、広
葉

樹
の
普
及
に
よ
る
魅
力
的
な
自
然
景

観
づ
く
り
を
し
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】自
然
の
保
全
と
経
済
の
循

環
、こ
の
二
つ
を
し
っ
か
り
保
っ
て
こ

そ
次
世
代
に
継
承
で
き
る
と
思
っ
て
い

る
。

小
国
町
の
将
来
に
向
け
て

大
塚
　
英
博

未
活
用
の
町
有
地
に
は
速
や
か

な
方
針
の
決
定
を
江
藤
　
理
一
郎

問
北
里
の
住
宅
跡
地
な
ど
未
活
用
の

町
有
地
や
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
悠
愛
な

ど
施
設
が
建
っ
て
い
る
町
有
地
は
、町

民
や
法
人
等
の
購
入
の
意
思
が
あ
れ

ば
速
や
か
な
売
却
の
手
続
き
も
必
要

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
総
務
課
長
】売
却
に
は
議
会
の
承
認

が
必
要
で
あ
り
、幅
広
く
公
募
し
て一

般
競
争
入
札
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

今
後
使
用
す
る
可
能
性
が
な
い
土
地

に
つ
い
て
は
、議
会
に
意
見
を
聞
き
な

が
ら
入
札
に
掛
け
る
か
ど
う
か
を
判

断
し
た
い
。悠
愛
の
土
地
に
つ
い
て
は

平
成
23
年
か
ら
無
償
で
貸
し
付
け
て

お
り
、建
物
は
譲
渡
し
て
い
る
。売
買

の
話
は
以
前
か
ら
あ
っ
た
の
で
、こ
れ

を
機
会
に
年
明
け
か
ら
で
も
話
を
再

開
し
て
い
き
た
い
。

問
小
国
町
の
人
口
は
２
０
４
５
年
に

は
半
減
す
る
と
い
う
推
計
が
出
て
い

る
が
対
応
策
は
あ
る
か
。ま
た
、人

口
減
少
対
策
と
し
て
移
住
や
Ｕ
タ
ー

ン
が
考
え
ら
れ
る
が
、福
岡
県
民
８
，

５
０
０
名
を
対
象
に
行
っ
た
調
査
で
阿

蘇
市
や
小
国
町
へ
の
移
住
の
関
心
が

あ
る
方
が
多
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い

る
。今
後
は
福
岡
へ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞

り
込
ん
で
戦
略
を
進
め
て
み
て
は
ど

う
か
。

【
町
長
】い
ず
れ
は
防
御
策
を
提
示
し

た
い
が
、ま
ず
は
こ
れ
ま
で
進
め
て
き

た
移
住
定
住
の
策
も
含
め
て
進
め
て

行
く
方
針
で
あ
る
。ま
た
、タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
絞
り
込
む
と
い
う
こ
と
に
関
し

て
は
全
国
規
模
で
の
発
信
も
同
時
に

広
く
行
い
な
が
ら
、福
岡
方
面
へ
の
戦

略
も
情
報
を
厚
く
す
る
こ
と
を
考
え

た
ほ
う
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

問
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
未
来
都
市
の
長
崎
県
壱
岐

市
な
ど
気
候
非
常
事
態
宣
言
を
表
明

し
て
い
る
が
、小
国
町
も
そ
の
考
え
は

あ
る
か
？

【
町
長
】気
候
非
常
事
態
宣
伝
は
世

界
の
国
々
や
自
治
体
等
の
行
政
機
関

が
気
候
変
動
へ
の
危
機
に
つ
い
て
宣
言

を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、気
候
変
動
へ

の
政
策
立
案
、計
画
等
へ
の
対
応
を

優
先
的
に
と
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

小
国
町
と
し
て
も
今
年
度
中
に
宣
言

し
、町
民
の
生
命
、財
産
、生
活
を
守

る
た
め
全
力
で
取
り
組
み
た
い
。

広葉樹
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町政を問う【一般質問】

【
穴
見
】博
士
が
８
歳
の
時
か
ら
２
年

間
住
ん
で
い
た
志
ヶ
瀬
の
家
が
、光
る

縁
側
の
原
点
と
な
っ
て
い
る
。良
い
方

向
に
な
る
よ
う
に
願
っ
て
い
る
。

問
今
年
の
農
業
は
水
不
足
、台
風
や
ウ

ン
カ
で
大
変
で
あ
っ
た
。こ
れ
か
ら
の

農
業
の一番
の
課
題
は
何
か
。

【
産
業
課
長
】農
業
と
言
う
の
は
自
然

相
手
で
あ
り
、農
業
従
事
者
の
高
齢

化
に
よ
り
担
い
手
不
足
が一
番
の
課
題

で
あ
る
。担
い
手
を
い
か
に
確
保
し
て

い
く
か
、所
得
向
上
や
労
働
力
の
負
担

軽
減
に
つ
な
が
る
よ
う
な
対
策
に
取

り
組
み
た
い
。

問
中
山
間
一
区
切
り
で
高
齢
者
が
ほ

か
に
委
託
す
る
集
団
化
は
出
来
な
い

か
。

【
産
業
課
長
】農
地
を
地
域
で
守
っ
て

い
く
集
約
化
は
必
要
で
あ
る
。効
率

的
な
農
業
運
営
・
経
営
を
し
て
行
く

こ
と
は
大
事
で
あ
る
。

問
４
年
後
に
北
里
柴
三
郎
博
士
の
千

円
札
が
発
行
さ
れ
る
に
あ
た
り
、野
口

英
世
、渋
沢
栄
一
記
念
館
、そ
し
て
北

里
大
学
に
視
察
に
行
っ
た
が
有
意
義

だ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。野
口
英
世
記

念
館
を
見
る
と
、後
ろ
で
支
え
て
く
れ

る
人
が
い
る
か
ら
、北
里
柴
三
郎
博

士
も
福
沢
諭
吉
先
生
ら
の
支
援
が
あ

り
、破
傷
風
菌
発
見
に
よ
り
世
界
中
の

子
ど
も
達
か
ら
大
人
ま
で
役
に
立
っ

て
い
る
。町
長
は
研
修
を
ど
う
捉
え
て

い
る
か
。

【
町
長
】北
里
博
士
を
官
民
一
体
と

な
っ
て
出
来
る
だ
け
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
。学
び
や
の
里
と
一
緒
に
地
域
の

課
題
や
教
育
旅
行
の
誘
致
な
ど
の
取

り
組
み
を
考
え
て
い
る
。

問
光
る
縁
側
が
あ
っ
た
南
小
国
の
志
ヶ

瀬
の
家
が
壊
れ
か
け
て
い
る
。家
の
近

く
に
生
ま
れ
た
女
性
２
人
が
北
里
大

学
に
ど
う
に
か
な
ら
な
い
か
と
手
紙

を
出
し
て
い
る
が
、町
長
は
ど
う
思
う

か
。

【
町
長
】南
小
国
町
の
高
橋
町
長
と

相
談
し
な
が
ら一
緒
に
取
り
組
め
る
も

の
が
あ
れ
ば
進
め
た
い
。 北

里
柴
三
郎
博
士
の
広
域
的
取
り

組
み
と
農
業
課
題

穴
見
　
ま
ち
子

「
基
本
構
想
」
十
年
後
の
町

の
姿
と
歩
み

久
野
　
達
也

問
町
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行
政

運
営
を
図
る
た
め
の
基
本
構
想（
十
年

計
画
）は
地
方
自
治
法
改
正
に
よ
り
議

決
要
件
で
は
な
く
任
意
策
定
と
な
っ
た

が
、現
行
の
構
想
後
に
新
た
に
策
定
予

定
は
あ
る
か
。あ
れ
ば
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

【
町
長
】　

十
年
後
の
町
の
姿
、次
世

代
へ
の
継
承
と
いっ
た
方
向
性
だ
と
思

う
。未
来
に
対
し
て
安
心
を
約
束
す

る
姿
勢
で
町
の
総
合
計
画
や
そ
の
方

針
を
持
ち
た
い
。

問
現
行
で
も
各
課
に
所
管
す
る
様
々

な
計
画
が
あ
る
な
か
で
、特
に
多
分
野

に
も
お
よ
ぶ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）と
基
本
構
想
と
は
ど
の
よ

う
に
位
置
づ
け
を
し
、リ
ン
ク
し
て
い

く
の
か
。

【
町
長
】　

住
民
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
、個
性
を
大
事
に
し
て
自
由
に
考

え
行
動
す
る
中
で
、新
た
な
町
づ
く
り

が
生
ま
れ
る
と
思
っ
て
い
る
。経
済
的

な
取
組
み
か
ら
自
然
保
護
や
文
化
・

教
育
ま
で
の
総
合
計
画
の
概
念
・
概

要
と
な
る
の
が
基
本
で
は
な
い
か
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
に
よ
り
地
域

環
境
共
生
圏
事
業
の
可
能
性
に
も
前

向
き
に
取
組
み
、自
然
の
保
全
と
経

済
活
性
化
に
よ
る
暮
ら
し
の
安
定
と

産
業
の
創
出
を
見
い
だ
し
、次
世
代
へ

の
継
承
を
確
か
な
も
の
に
し
た
い
。

問
基
本
構
想
の
策
定
作
業
で
は
、庁
内

会
議
や
住
民
意
見
聴
取
・
専
門
家
会
議

等
あ
る
と
思
う
が
、担
当
課
と
し
て
考

え
て
い
る
作
業
工
程
等
が
あ
れ
ば
お

聞
か
せ
頂
き
た
い
。

【
政
策
課
長
】　

次
期
構
想
は
令
和

３
年
度
か
ら
の
計
画
で
あ
り
２
年
度

が
策
定
作
業
と
な
る
。現
行
の
計
画

策
定
作
業
で
総
合
計
画
審
議
会
を
設

置
し
教
育
文
化
産
業
経
済
福
祉
等
に

各
種
団
体
懇
談
会
及
び
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
に
よ
る
意
見
聴
取
等
を
行
っ
て
い

る
。こ
れ
ら
を
参
考
に
審
議
会
や
座

談
会
・
住
民
意
見
聴
取
・パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
等
広
く
意
見
を
聴
取
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

【
久
野
】時
代
の
流
れ
を
検
証
し
計
画

の
ロ
ー
リ
ン
グ
等
も
行
い
、小
国
町
の

十
カ
年
を
基
本
構
想
で
描
き
、よ
り
よ

い
町
を
創
り
上
げ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。
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町政を問う【一般質問】

熊
谷
　
博
行

デュ
ア
ル
ラ
イ
フ（
二
域
居
住
）

と
６
次
産
業

松
本
　
明
雄

問
近
頃
頻
繁
に
目
に
か
か
る
小
学
校

児
童
の
全
国
大
会
出
場
の
横
断
幕
。私

と
し
て
は
大
変
嬉
し
い
。横
断
幕
の
右

下
を
見
れ
ば
決
ま
っ
て
有
志
や
保
護

者
会
の
名
前
ば
か
り
。た
ま
に
は
小
国

町
や
教
育
委
員
会
の
名
前
も
欲
し
い
。

ま
た
、保
護
者
に
聞
い
て
み
た
ら
助
成

金
は
町
か
ら
全
く
出
て
い
な
い
と
聞
い

た
。今
後
も
こ
の
体
制
で
行
く
の
か
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】小
学
校

の
部
活
が
社
会
体
育
に
移
行
さ
れ
た

こ
と
で
、部
活
動
と
社
会
体
育
に
対

し
て
平
等
性
も
考
慮
し
検
討
す
る
。

【
熊
谷
】社
会
体
育
・
部
活
動
関
係
な

い
と
思
う
。小
国
は
小
中一貫
。内
部
で

し
っ
か
り
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

問
只
今
建
設
中
の
ゆ
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

周
辺
工
事
に
つ
い
て
、選
挙
前
ま
で
は

特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、い
ろ
い
ろ

な
情
報
も
把
握
で
き
た
が
、選
挙
後
特

別
委
員
会
は
解
散
し
た
の
か
報
告
も

な
い
状
態
。町
民
か
ら
の
意
見
も
あ
る

が
、各
議
員
同
じ
考
え
で
は
な
い
か
と

思
う
。実
際
の
と
こ
ろ
完
成
・
竣
工
・
供

用
開
始
は
い
つ
か
。

【
情
報
課
長
】来
年
２
月
の
完
成
。完

問
移
住
定
住
の
取
り
組
み
も
大
事
な

こ
と
だ
が
、交
通
ア
ク
セ
ス
な
ど
の
面

か
ら
な
か
な
か
伸
び
悩
ん
で
い
る
と

思
わ
れ
る
。そ
こ
で
二
つ
の
地
域
に
拠

点
を
持
ち
生
活
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、

※
デ
ュ
ア
ル
ラ
イ
フ
へ
の
取
り
組
み
は
ど

う
か
と
考
え
る
。東
京
な
ど
の
大
都
市

と
は
い
か
ず
と
も
、福
岡
や
九
州
各
県

か
ら
は
実
現
可
能
で
は
な
い
か
。

※�

デ
ュ
ア
ル
ラ
イ
フ
と
は
、都
市
と
農

山
村
が
双
方
向
で
行
き
か
う
ラ
イ
フ

ス
タイ
ル
の
こ
と

【
政
策
課
長
】移
住
希
望
者
が
少
し

減
っ
て
き
て
い
る
よ
う
だ
。課
題
も
あ

ろ
う
か
と
思
う
が
、移
住
政
策
の
一つ

の
考
え
と
し
て
、整
理
し
な
が
ら
今
後

の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

問
６
次
産
業
化
に
も
う
少
し
力
を
入

れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。米
・
野
菜
・
牛

乳
と
小
国
町
に
は
良
い
も
の
が
沢
山

あ
る
の
で
、そ
れ
に
付
加
価
値
を
つ
け

て
売
り
出
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
る
。一

人
で
は
ど
う
し
て
も
固
定
観
念
に
と
ら

わ
れ
て
し
ま
い
が
ち
。ワ
イ
ン
で
言
え

ば「
ド
メ
ー
ヌ
」と
い
う
方
法
が
あ
る
。

小
国
町
な
ら
酒
米
か
ら
酒
ま
で
、地
元

成
イ
ベン
ト
を
内
部
で
検
討
し
て
い
る
。

問
11
月
頃
に
突
然
完
成
し
た
長
方
形

の
東
屋
は
、以
前
の
特
別
委
員
会
の
説

明
に
は
な
か
っ
た
。突
然
現
れ
る
と
町

民
に
説
明
で
き
な
い
。憶
測
で
説
明
す

れ
ば
後
が
大
変
だ
し
、何
も
知
ら
な
い

で
は
笑
わ
れ
る
。そ
ん
な
状
態
で
は
困

る
の
で
、今
後
の
進
展
の
報
告
を
願
う
。

【
情
報
課
長
】誠
に
申
し
訳
な
い
。今

後
い
ろ
ん
な
場
面
で
相
談
し
た
い
と

思
う
。今
回
の
事
を
肝
に
銘
じ
邁
進
し

て
行
く
。

で
し
か
出
来
な
い
最
高
の
も
の
を
み
ん

な
で
作
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。長
崎

で
は
米
粉
で
離
乳
食
、北
九
州
で
は
ミ

カ
ン
農
家
が
ぶ
ど
う
で
ワ
イ
ン
、泗
水

で
は
お
茶
屋
さ
ん
が
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ

を
作
っ
て
い
る
。皆
で
考
え
を
共
有
し

な
が
ら
頑
張
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思

う
。そ
こ
で
町
の
協
力
を
得
た
い
。

【
産
業
課
長
】農
家
の
方
た
ち
、ま
た

そ
の
関
係
機
関
の
方
た
ち
と
連
携
し

な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
。

ゆ
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
周
辺

整
備
の
行
方

ゆうステーション東屋
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目　的　 2024年に小国町出身の北里柴三郎博士が新千円札の肖像になるにあたって、現

千円札の肖像である野口英世の生地を訪ね、どのように町おこしにつなげている
のかを知る。また柴三郎博士と同時に新一万円札の肖像となる渋沢栄一の生地を
訪ね、どのような展開を計画しているのか小国の参考にしたい。北里大学研究所で
は博士の実績、それが大学でどのように評価され広報されているのかを知る。

日　程　令和元年10月3日（木）～10月5日（土）
場　所　・野口英世記念館　福島県耶麻郡猪苗代町大字三ツ和字前田81番地  
　　　　 ・渋沢栄一記念館　埼玉県深谷市下手計1204番地　
　　　　 ・北里研究所　　　東京都港区白金5丁目9番1号　
参加者　小国町議会議員10名及び渡邉町長、議会事務局朝日係長

◆良かった点
　・ 5年後北里柴三郎博士が新千円札の肖像になるにあたり、現在の肖像である野口英世の

記念館を訪れることで、この機会を小国でどのように生かすかのイメージを各議員が描く
ことが出来たのではないか。

　・ 柴三郎博士と同時に新一万円札の肖像になる渋沢栄一ゆかりの地を訪ね、その人となり
を理解できた。記念館だけでなく周囲に複数の関連施設があることで、訪れる人が何時間
も過ごすことが出来、学習面のみならず観光面でもメリットがあるだろうと思われた。こ
れは北里柴三郎記念館を中心とした学習・観光面の訪問客誘致の今後の参考になると思
えた。

　・ 北里柴三郎博士が学祖となった北里大学を訪れることで、小国だけでは知ることの出来
ないその功績や評価もより深く知ることが出来た。

◆反省点
　・ 研修旅行に出発する前に資料等配布され、各自で読む機会はあったが、全員集合して旅

行の目的・現地での質疑応答など検討しておくべきであった。
　・ 移動に時間がかかり過ぎ、目的地での時間が余りにも短すぎた。出来るだけ多くの関係者

の声を聞きたかったが、展示を見て回ることで時間が無くなってしまい、質疑応答の時間
がほとんど取れなかったことが残念だった。本来であれば地元の教育委員会、観光課や観
光協会にも話を聞きたかった。

　・ コースや日程・見学地などについて旅行会社任せにせずに、今後議員自らがまず目的や
方法についてしっかり検討・計画を立てることが必要である。そうすれば理解も一層深ま
るであろうと思われる。

令和元年度小国町議会議員研修報告書

野口記念館研修 渋沢栄一記念館研修 北里研究所研修
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議会に来てあなた自身でご覧ください！

議会を傍聴してみませんか

橋本　克征 さん�（上田）
　町の問題は行政や議員任せにしないで、私
達町民ももっと参加すべきだと思う。傍聴に
来れば、議場の雰囲気も分かるし、自分も町
政に参加することが大切だと思える。これから
も出来るだけ傍聴に来たいと思っている。

※�次の定例会は3月です。日程は広報おぐにや
おぐチャンでお知らせします。

傍聴に
来ることは
大切だ。

議員は議会でどんな発言をしているの？
どんなまちづくりを考えているの？

議員の研修と意見交換会の開催

表紙について
　 　2018年2月の前原一本桜です。近年雪が少なく気候変動の影響かと言われています。小国町も気候非

常事態宣言の準備を進めています。また写真のような美しい雪景色を見たいものですね。

　議員の質の向上やそれぞれの役割を果たすために研修会に参加したり、町内の様々な団体
と意見交換会を行ったりしている。

◆小国町農業委員会との意見交換会
　10月25日（金）に木魂館で、小国町農業委
員会より委員会制度や活動等が報告され、意
見交換を行った。（全員）
◆阿蘇市町村議会議員研修及びスポーツ大会
　10月29日（火）に産山村山鹿体育館で、熊
本大学人文社会科学研究部の伊藤洋典教授
より講義を受けた後、会場をうぶやま牧場に
移しパークゴルフで交流を図った。

（松﨑、穴見、久野、児玉、西田、熊谷）
◆議長・副議長・議会事務局長研修
　11月7日（木）から8日（金）にかけて宮崎
市で、宮崎県総合農業試験場の概要と都城
市のふるさと納税の取り組みについて学ん
だ。（松﨑）

◆ 阿蘇郡町村議長会総会及び第63回町村
議会議長全国大会等及び県関係国会議員
への要望・意見交換会

　11月12日（火）に東京都NHKホールにて、
住民自治に基づく個性と活力に満ちた町村
の実現を期する目的で意見交換会等が行わ
れた。（松﨑）
◆ 新過疎法制度実現総決起大会
　11月15日（金）から16日（土）にかけて東
京都メルパルクホールで、役員の選任、制度
制定に関する決議、要望活動方法等について
学んだ。（松﨑）
◆町村議会広報クリニック
　１１月２１日（木）に熊本県町村自治会館で、熊
本日日新聞社NIE専門委員の越地真一郎氏よ
り議会広報作成について学んだ。（久野、児玉）
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